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保育理念：かけがえのない命をはぐくむ場 保育方針：一人一人が輝き共に生きる力をはぐくむ 

  

 

 

 

夏本番！という暑さの中、子どもたちは暑さに負けず元気いっぱいに過ごしています。各クラス工

夫をして、ミストを付けて、シャワー、絵具あそび、水鉄砲競争などなど…水に触れ、涼を感じる夏

ならではの遊び環境の充実を心掛けています。7 月のひまわりデーでは異年齢交流も楽しみながら、

自分たちで企画した内容を小さな友達に楽しんでもらい、達成感を味わったすいか組の子どもたちで

す。引き続き、こまめに水分補給をし、感染症や熱中症にも注意しながら過ごしたいと思います。  

さて、当園は、令和元年度 8 月 1 日に開園し、8 月から開園 7 年目に入ります。当園の特徴であり

ます「子どもに相談する保育」では、私たち職員が、子どもたちに指示、命令する保育ではなく、日

頃から子どもたちとの対話を大切に子どもと相談しながら保育を進めております。子ども主体の保育

を進めながら、お子様の自己肯定感を育むことを大切にしております。  

引き続き、子どもたちが、園名のひまわりのように毎日、笑顔で明るく元気に楽しく過ごすことが

できるよう、お子様一人一人を大切に育んでまいります。  

 

日 月 火 水 木 金 土 
 
8 月の体育指導について 

  講師の都合により、12 日はお休みです。 
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※8 月より国立ひまわり保育園屋上に太陽光発電・蓄電池設備設置工事が始まります。子どもた 

ち、保護者の安全を第一に工事を進めます。詳細は配布しました書面をご確認ください。 

※小中高大生対象にボランティア体験を実施しております（国立市による夏！ボランティア事業 

と当園独自のボランティア）。体験は職員の見守りの中で安全に実施いたします。 

※8 月 1 日 国立市幼保小連携推進事業の一環で市内小学校の教員が研修として 5 歳児クラスの 

保育に入ります。小学校の先生と直接ふれあえる貴重な機会として取り組みます。  

 ※9 月 6 日（土）3,4,5 歳児ふれあいデー（四小体育館） 

 ※10 月 18 日（土）ふれ愛まつり 

 

令和 7 年 7 月 31 日 
国立ひまわり保育園 

園長  青野千晴 

 ～ 個人面談について ～  

クラス担任と面談を希望される方は、下記の

期間において個人面談を開催する予定です。  

・0,1,2 歳児クラス：   

9 月 16 日～10 月 10 日  

・3,4,5 歳児クラス：  

10 月 11 月に予定   

詳細について 0,1,2 歳児クラスは 8 月上旬、

3,4,5 歳児クラスは 9 月上旬に「個人面談のご

案内」を配布いたします。ご確認ください。  

＜ ８月行事予定 ＞ 

みんなにも自分にも「ありがとう」 

毎日暑い日が続きますが、あまりの暑さに、子どもも大

人も、体も心も、疲れやすくなったり、イラっとしやすく

なったりしますね。特に心が疲れると、人から人へとその

心も伝染していきます。 

そんな時だからこそ、日常の小さな出来事に、いつもよ

り多めに『ありがとう』の言葉を伝えてみるのも、大人も

子どもも言われた側も伝えた側もうれしく癒されるもの

です。 

「挨拶してくれて」「教えてくれて」「ティッシュを取って

くれて」「お料理作ってくれて」「好きって言ってくれて」

「今日も元気でいてくれて」、もちろん、「今日の自分！頑

張ってくれてありがとう！」「ありがとう！って言える自

分って素敵！」と声に出すことも大切ですね！ 

保育園でも子どもたちのちょっとした行動に「ありがと

う」を伝えると、にっこりとして、ちょっと得意顔に。人

の役に立てる喜び、大切にされている実感は自己肯定感に

つながります。生きる力の土台を育む魔法の言葉ですね。 

～保育参観ありがとうございました～  

引き続き個別対応で実施しますので、  

お気軽にお声かけ下さいね。  

～ いちねんせいあそぼうかい ～  

前年度の卒園児を対象に、久しぶりの保育

園でみんなで遊ぼうという企画です。みん

な大きくなっているかな。遊びに来るのが

楽しみです。  


